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毎月コツコツ資産運用！ 

おかげさまで、「こよみ」は掲載100回目を迎え

ました。皆様にご愛読いただいていることを励み

に毎月コツコツと続けてきた結果、これだけ長く

継続できたのだと思います。 

この毎月コツコツ、長期で継続するというのは、

資産運用でも手軽に行なうことができます。 

それは、「自動積立投資」という方法です。 

また、一部の投資信託は、今後「積立NISA」と

いう新たな非課税制度で利用することができる

ようになります。 

そこで今回は、「自動積立投資」について押さえ

ていただきたいと思います。 

おかげさまで 

100回目を迎えました。 

今後ともご愛顧の程 

よろしくお願いいたします。 
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自動積立投資とは、毎月決められた日に一定金額を自動的に投資することです。例えば、

毎月1万円ずつなど少額から始められるので、積立投資は比較的容易にでき、将来に向け

た資産形成が可能です。日本では低金利が続いており、預貯金だけでは積み立てた金額

を効率的に増やすことは期待できません。そこで、株式や債券などに投資する投資信託を

利用すれば、運用益を得ることによって効率的に資産を増やすことが期待できます。ただし、

投資信託は基準価額が変動する商品なので、投資するタイミングに迷うこともあるかと思い

ます。場合によっては、高値でいっぺんに買ってしまったと後悔することもあるでしょう。そこ

で、定期的に一定金額を投資する自動積立投資を行なえば、取得価額が分散できます。

（基準価額が下落している時には取得できる口数が多くなり、基準価額が上昇している時に

は取得できる口数が少なくなります。） これを、「ドルコスト平均法」と言います。自動積立

投資を続けていく中では、基準価額が下落し続ける局面や、大きく値上がりした局面で購入

することもあるかと思います。しかし、様々な局面で購入することで取得価額が平均化され

るため、相場環境の変動に一喜一憂せずに長期運用ができるということは、自動積立投資

の魅力ではないでしょうか。 
長期の目線で資産運用を考えると、自動積立投資は有効な方法だと考えられます。明る

い将来に向け、積極的に自動積立投資を活用してみてはいかがでしょうか。 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

2018年から、「積立ＮＩＳＡ」という非課税制度が始まります。投資上限額は年間40万円

ですが、非課税期間が20年と長いため、コツコツ資産を積み上げながら、長期にわたっ

て非課税のメリットを享受できます。長期の資産形成の後押しとなるので、若い世代の

方にもご注目いただけるのではないでしょうか。 
（ただし、積立ＮＩＳＡは現行のＮＩＳＡ制度と併用ができないなど注意点があります。） 
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